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「第４期川崎市男女平等推進行動計画」新旧対照表 

意見
番号

修正
箇所

修正後 修正前

18 P.29 （性同一性障害 16）

16 「性同一性障害者の性別の取扱いの

特例に関する法律」では、性同一性障害

者について「生物学的には性別が明らか

であるにもかかわらず、心理的にはそれ

とは別の性別（以下「他の性別」という。）

であるとの持続的な確信を持ち、かつ、

自己を身体的及び社会的に他の性別に

適合させようとする意思を有する者で

あって、そのことについてその診断を的

確に行うために必要な知識及び経験を

有する二人以上の医師の一般に認めら

れている医学的知見に基づき行う診断

が一致しているもの」と定めていること

から、生物学的な性別が明らかである

が、心理的には他の性別であるといった

状態をいう。

（性同一性障害 16）

16 生物学的な性と人格的な性が一致

せず、そのことに苦しんでいる状態を

いう。「性同一性障害者の性別の取扱い

の特例に関する法律」は「生物学的に

は性別が明らかであるにもかかわら

ず、心理的にはそれとは別の性別であ

るとの持続的な確信を持ち、かつ、自

己を身体的及び社会的に他の性別に適

合させようとする意思を有する者であ

って、そのことについてその診断を的

確に行うために必要な知識及び経験を

有する二人以上の医師の一般に認めら

れている医学的知見に基づき行う診断

が一致しているもの」と定めている。
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